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九
月
四
・
五
一
は
今
年
の
テ
ー

日
の
石
桜
寮
で
一
ハ
イ
三
ア
ン
シ
ョ
ン
」
そ
の
ま
ま
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に
、
生
徒
会
執
行
部
が
高
い
テ
ン

シ
ョ
ン
で
開
会
式
を
巷
付
し
た
。

開
会
式
は
、
ポ
ス
タ
ー
・
デ

ザ
イ
ン
表
彰
、
読
書
感
想
文
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰
、
ロ
ケ
ッ
ト
打

ち
上
げ
、
ヨ
ー
ヨ
ー
演
技
、
講

済
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
シ
ョ
ン
と

続
き
、
盛
り
だ
く
さ
ん
な
も
の

に
な
っ
た
。

ま
た
、
芙
会
竃
部
は
、
展
示

の
他
に
、
劇
「
水
戸
黄
門
ト
ラ

ベ
リ
ン
グ
・
イ
ン
二
二
－
＝

ヨ
ー
ク
」
も
公
開
し
、
吹
奏
楽

部
の
演
葬
と
と
も
に
、
ス
テ
ー

ジ
発
喪
を
充
実
し
た
も
の
に
し

て
く
れ
た
。

茶会巷浮による英領劇

「水戸責円トラベリング・イン・ニューヨトーク」

保健室の先生を

埼します
弁

笑顔がキュートな紗失香先生
よろしくねり

保
健
室
の
岡
田
先
生
が
休
暇

に
入
ら
れ
ま
し
た
。
代
わ
り
に
、

新
し
い
先
生
に
お
い
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ご
紹
介
し
ま
す
。

難
波
紗
矢
香
（
な
ん
ば
さ
や

か
）
先
生

①
出
身
盛
岡
市

②
特
技
・
趣
味

ス
ポ
ー
ツ
全
喝
見
る
よ
り
、

や
る
ほ
う
が
好
き
で
す
。
特
に
、

新
し
い

寄
宿
舎
の

九
月
か
ら
新
し
い
寄
宿
舎
の

建
設
が
始
ま
っ
て
い
る
。
古
い

寄
宿
舎
は
加
賀
野
に
あ
る
も
の

の
、
老
朽
化
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
校
舎
に
隣
接
し
た
土
地
に

新
た
に
寄
宿
舎
が
建
て
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
完
成
は
来
年

三
月
の
予
定
で
あ
る
。

ス
キ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。

あ
と
は
、
眈
督
、
音
薬
鑑
質
、

料
理
な
ど
、
広
く
浅
く
。

③
愛
講
書
、
好
き
な
映
画
・

音
楽
本
は
パ
ト
リ
シ
ア
＝
コ
ー
ン

ウ
ェ
ル
の
検
尿
官
シ
リ
ー
ズ
が

好
き
。映画
は
あ
ま
り
見
ま
せ
ん
。

と
り
あ
え
ず
流
行
し
た
も
の
を

ビ
デ
オ
O
r
テ
レ
ビ
で
見
る
程

度
。
④
一
言
岡
田
先
生
の
代
理
と
い
う
こ

と
で
、
こ
れ
か
ら
一
年
間
、
保

健
室
に
い
ま
す
。
人
に
よ
っ
て

保
健
室
は
近
い
場
所
だ
っ
た
り
、

遠
い
場
所
だ
っ
た
り
し
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
私
が
い
ま
す
。
一
年

間
よ
ろ
し
く
。

講
演
は
西
沢
潤
一
氏
に
こ
お
い
で
い

た
だ
い
た
。
演
恩
は
「
情
報
化
社
会

に
お
け
る
中
・
高
校
生
の
あ
り
方
」

で
あ
る
。
兵
庫
県
の
あ
る
高
校
で
講

演
を
し
た
時
は
、
生
徒
が
と
て
も
静

粛
に
し
て
い
た
そ
う
で
、
仙
台
の
成

人
式
が
騒
々
し
く
て
誘
調
音
を
怒
ら

せ
た
事
例
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、

情
報
通
何
の
拠
点
に
し
た
い
、
と
い

う
こ
と
を
熱
心
に
語
ら
れ
た
白
話
の

中
に
は
東
北
に
関
係
の
あ
る
人
物
と

し
て
、
伊
達
政
宗
、
支
倉
六
右
妬
門

奮
長
）
、
新
準
戸
稲
造
、
八
木
秀

次
（
八
木
ア
ン
テ
ナ
の
発
明
者
）
、

宮
澤
賢
治
、
田
中
誼
愛
橘
の
名
前
が

登
場
し
た
。

西

人
間
が
成
長
す
る
の
に
謡
を
聞
く
こ

と
は
欠
か
せ
な
い
、
と
い
う
こ
と
か

ら
議
が
始
ま
っ
た
。

西
沢
氏
は
、
東
北
大
学
を
経
て
、

今
は
岩
手
県
立
大
学
の
学
長
を
な
さ
っ

て
い
る
。
一
貫
し
て
東
北
地
方
を
仕

事
場
に
し
て
こ
ら
れ
た
。
そ
う
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
東
北
地
方
を

演
題
に
示
さ
れ
た
、
私
た
ち
学
生

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
は
、
多
く

の
情
報
が
飛
び
交
う
社
会
で
も
、
混

乱
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。
印
刷
を
娯
拝
し
な
い

で
、
唾
を
見
抜
く
よ
う
に
、
情
報
の

使
い
方
を
考
え
る
よ
う
に
、
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。

展示⑬トには

展
示
部
門
に

は
、
化
学
部
に

よ
る
酸
性
雨
の

調
査
記
録
、
物

理
郡
の
空
気
砲

の
実
額
、
テ
レ

ビ
・
ゲ
ー
ム
大
会
、
ア
メ
リ
カ
ン
・

ス
タ
イ
ル
・
カ
フ
ェ
、
映
画
上

映
、
山
岳
部
に
よ
る
岩
手
山
大

爆
発
の
考
察
な
ど
が
あ
っ
た
。

中
で
も
一
〇
五
号
で
昭
介
し

た
と
お
り
、
絵
画
部
は
、
作
品

の
展
示
と
併
せ
て
、
「
イ
リ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
の
世
界
」
と
い
う
企
画

も
行
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ほ
ど

の
錯
覚
を
利
用
し
た
も
欄
で
、

恋
か
ら
の
ぞ
く
と
遠
近
の
不
思

議
な
感
覚
が
味
わ
え
る
模
型
＝

写
真
1
＝
、
鎖
状
の
蘭
を
移
動

さ
せ
る
と
表
情
が
変
わ
る
顔
＝

写
真
2
＝
、
じ
っ
と
見
つ
め
る

こ
と
で
何
か
が
現
れ
る
回
転
す

る
円
盤
＝
写
真
3
＝
な
ど
、
観

客
の
興
味
を
ひ
い
て
い
た
。

㌔石
割
桜

▼
九
月
に
な
っ
た
。
夕
映
え
の

中
を
飛
び
回
る
蛸
給
を
見
て
る

と
、
「
も
う
、
秋
じ
ゃ
ん
」
な

ど
と
思
っ
て
し
ま
う
。
カ
レ
ン

ダ
ー
を
見
て
み
れ
ば
、
今
年
も

あ
と
三
ケ
月
余
り
、
と
い
う
か
、

二
〇
〇
〇
年
ま
で
あ
と
三
ケ
月

と
い
う
感
じ
で
あ
る
。
▼
そ
う

い
え
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

二
〇
〇
〇
年
間
題
は
ど
う
な
っ

た
の
だ
ろ
う
。
少
し
前
に
、
カ
ー

ナ
ビ
が
何
か
の
影
響
で
作
動
し

な
く
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

二
〇
〇
〇
年
間
恩
は
、
ど
う
に

か
し
て
も
ら
い
た
い
。
▼
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
も
お
か
し
く
な
っ

て
い
る
が
、
什
岳
兼
の
せ
い
か
、

人
間
の
方
も
お
か
し
く
な
っ
て

い
る
。
東
京
で
は
、
白
昼
堂
々
、

通
り
魔
が
現
れ
、
十
人
を
襲
う
、

と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。
理

由
は
「
仕
事
の
無
い
イ
ラ
イ
ラ

か
ら
し
だ
そ
う
だ
。
▼
こ
の
先

の
見
え
な
い
「
不
景
気
」
と
い

う
危
機
的
状
況
を
打
破
す
る
に

は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

む
し
ろ
、
人
間
社
会
の
全
体
を

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
．
今
ま

さ
に
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
人

間
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
の

だ
と
思
う
。
T
E
山
本
昌
周
】
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7
月
1
日
午
後
1
時
、
本
校
の
校
長
室
に
イ
ン

タ
ー
・
ハ
イ
推
進
委
員
会
の
代
襲
の
方
々
が
お
見

え
に
な
り
、
本
校
で
イ
ン
タ
ー
・
ハ
イ
に
出
場
す

る
テ
ニ
ス
部
と
ソ
フ
ト
‥
三
ス
部
の
選
手
が
激

励
さ
れ
た
白

ま
ず
、
盛
岡
商
務
の
副
校
長
先
生
か
ら
は
、
岩

手
高
校
の
新
し
い
硬
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
、
と
い

う
励
ま
し
を
頂
い
た
。

続
い
て
、
生
徒
代
表
か
ら
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の

花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
言
葉
を
頂
い
た
。

そ
し
て
、
県
内
の
高
校
生
が
折
っ
た
千
羽
鶴
を

預
か
っ
た
。

本
校
選
手
の
代
表
と
し
て
長
澤
君
は
、
還
後
の
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
で
闘
い
ま
す
、
と
答
え
た
。

【
2
A
金
子
裕
史
・
高
橋
靡
文
】

だ
∴
二
㌢
・

平
成
1
1
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

や
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
会
場
1Ⅰ司華一一

3巨】戟
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い
よ
い
よ
大
会
▼
▼
▼
テ
ニ
ス
部

団
体
　
2
R

対
　
独
協
埼
玉

個
人
　
シ
ン
グ
ル
ス

l
R

中
川
　
6
－
2
　
千
代
延

（
太
田
高
）

中
澤
　
3
－
6
　
向
（
水
戸
短
附
）

長
澤
　
6
－
7
　
森
田
（
独
協
埼
垂

2
R

中
川
　
1
－
6
　
宮
尾

1
－
6
（
堀
越
）

中川　額君（2E）

▼
▼
▼
－
1
－
－

北
上
市
和
資
川
グ
リ
ー
ン

バ
ー
ク
‥
丁
ニ
ス
・
コ
ー
ト

8
／
2

個
人
戦
　
2
R

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

八
丁
野
　
1
－
4
　
森
屋

（
第
九
国
崇
高
文
運
級
別
将
棋

大
会
）
9
月
2
9
日

高
校
会
館

A
級
懐
勝
兼
帯
佑
太
2
B

四
位
吉
日
飛
鳥
3
C

ベ
ス
ト
8
川
村
綾
2
A

B
級
準
優
勝
階
研
太
2
E

四
位
民
都
田
和
久
2
D

ベ
ス
ト
8
阿
部
秀
典
1
E

C
紋
ベ
ス
ト
8
細
川
陽
基
1
F

北
川
和
明
1
B

（
箋
1
4
回
全
日
オ
ー
ル
学
生
将

棋
選
手
権
大
会
）

9
月
1
2
、
1
3
日

川
崎
市
民
プ
ラ
ザ

団
体
総
合
3
1
位
（
4
4
校
空

荷
枚
6
位
（
1
0
校
中
）

（
箋
1
2
囲
全
国
高
校
帰
帆
竜
王

戯
）8
月
19
～
2
1
日

第
一
薬
科
大
学

予
選
リ
ー
グ

米
澤
佑
太
0
－
×
（
三
重

繹

　

？

×

伊
藤
貴
敏

桑
名
工
）

斉
木
　
健

高
知
・
土
佐
）

城
予
選
1
0
組
を
1
位
通
過
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

米
滞
X
・
人
）
倉
川
尚

（
秋
田
・
秋
田
）

（
策
2
3
回
全
国
高
枕
彗
口
文
化

祭
将
棋
部
門
高
校
将
棋
選

手
権
）7月
3
1
日
～
8
月
1
日

天
童
市
民
プ
ラ
ザ

個
人
戦

米
涛
佑
太
ベ
ス
ト
1
6

去
る
9
月
2
9
日
、
岩
手
県
属

会
館
琴
重
複
童
－
こ
お
い
て
、

新
聞
技
術
講
習
会
な
ら
び
に
、

新
開
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
行

わ
れ
た
。
ま
ず
、
新
聞
技
術
講
習
会
で

は
岩
手
日
報
社
編
集
局
次
長
無

整
理
郡
長
の
大
石
宣
隆
先
生
を

講
師
に
お
迎
え
し
見
出
し
の
上

手
な
啓
き
方
、
記
事
の
書
き
方
、

新
開
を
普
く
上
で
の
注
意
点
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を

伝
授
し
て
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
新
聞
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰
式
で
は
本
校
の

「
石
櫻
新
聞
」
一
〇
五
号
が

（
タ
ブ
ロ
イ
ド
、
そ
の
他
の
部

門
）
で
佳
作
を
受
脅
し
た
。

来
年
も
ま
た
コ
ン
ク
ー
ル
が

あ
る
の
で
、
そ
の
時
は
今
回
よ

り
も
ス
テ
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

【
2
A
金
子
裕
史
】

9
月
3
0
日
、
県
民
会
館
で
県

高
給
文
祭
の
膏
道
展
襲
彰
式
が

行
わ
れ
た
。

三
年
の
村
松
裕
之
君
の
作
品

が
入
選
し
て
い
る
。

（
緊
新
人
陸
上
大
書

9
月
1
7
日

運
動
公
園

四
X
 
F
0
0
m
R

森
村
、
川
増
徳
田
、
村
井
｝

4
0
チ
ー
ム
中
2
6
位

四
X
四
〇
〇
m
R

｛
村
彗
川
呵
伊
藤
、
引
竺

4
5
チ
ー
ム
中
3
9
位

〈
崇
高
総
体
新
人
大
会
）

9
月
1
6
日

湯
田
町
営
プ
ー
ル

四
〇
〇
m
自
由
形

大
吹
賢
司
　
　
　
　
四
位

東
北
大
会
出
場

一
〇
〇
m
バ
タ
フ
ラ
イ

吉
田
哲
　
　
　
　
　
四
位

（
東
北
水
泳
大
会
）

7
月
2
3
日

宮
城
県
利
府
町
グ
ラ
ン
デ
ィ
1

2
0
・
総
合
プ
ー
ル

一
〇
〇
m
背
泳

氷
見
道
義
　
　
決
勝
　
四
位

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

（
岩
手
県
高
等
学
校
二
二
年

休
蛮
別
条
遊
選
手
権
）

9
月
1
5
巳

県
営
武
道
館

一
年
6
0
座
談

和
田
ベ
ス
ト
8

二
年
7
3
座
談

山
口
ペ
ス
ト
8

二
年
8
1
k
級

金
子
ベ
ス
ト
8

二
年
9
0
短
級

斉
藤
ベ
ス
ト
1
6

（
第
3
1
国
禁
校
新
人
テ
ニ
ス

大
会
盛
隠
地
区
予
選

9
月
1
1
、
1
2
日

太
田
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

シ
ン
グ
ル
ス予
選
通
過
8
名

ダ
ブ
ル
ス予
選
通
過
5
組

念
書
三
t
夢
ン
田
ツ
フ
・

タ
フ
ル
ス
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
兼

第
1
2
回
岩
手
環
タ
フ
ル
ス
選
手

権
）
長
澤
・
中
頭
優
勝

（
発
26
国
東
北
璽
D
体
育
大
会

テ
ニ
ス
競
技
）

8
月
2
6
～
2
9
日

仙
台
市
泉
総
合
運
動
場

少
年
男
子
優
勝

岩
手
県
チ
ー
ム
抱
合
倭
膠

（
全
日
本
ジ
ュ
こ
ぞ
三
一
ス
選

手
権
大
会
）

8
月
9
～
1
4
日

有
明
テ
ニ
ス
の
森
公
鯨

1
6
般
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

l
R
中
川
7
1
5
高
橋

6
－
3
（
ヤ
ス
マ
G
）

佐
藤
友
則
ベ
ス
ト
16

浦
島
信
之
ペ
ス
ト
32

〈
東
北
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
）

7
月
1
8
～
2
1
日

安
比
高
原
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

長
澤
東
北
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

〈
策
3
9
回
岩
手
琴
〓
烹
選
手

権
大
会
兼
全
日
本
テ
〓
ス
選
手

権
岩
手
県
予
選
大
会
）

6
月
1
2
～
1
4
日

市
営
太
田
テ
ニ
ス
「
－
ト

一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
S
F

長
澤
6
－
1
佐
々
木

2
－
6
言
リ
オ
カ

2
－
6
ロ
イ
ヤ
ル
）

Z
R
中
川
3
1
6
億
倉

3
－
6
（
大
手
前
高
）

1
8
廠
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

l
R
長
澤
6
－
2
樋
口

2
1
6
（
日
大
三
島
）

柑
歳
以
下
男
子
ダ
ブ
ル
ス

l
R
長
澤
6
－
1
高
木

中
澤
6
－
3
井
上

（
敦
賀
気
比
高
）

2
R
長
澤
1
－
6
佐
野

中
澤
3
－
6
舟
津

（
名
古
屋
学
院
高
・
杜
若
車

（
東
北
秋
季
ジ
ュ
ニ
ア
二
丁
〓

ス
大
会
岩
手
堅
霊
芸
）

7
月
2
4
日

県
営
運
動
公
園
コ
ー
ト

谷
地
隼
人
三
位

（
発
5
2
回
秋
芸
快
調
諒
大
会
）

秋
の
高
校
野
球
の
地
区
大
会

で
、
9
月
1

3
日
、
本
校
が
盛
岡

地
区
か
ら
四
つ
目
の
県
大
会
出

場
権
を
獲
得
し
た
。

今
回
の
対
戦
の
成
績
は
次
の

と
お
り
。

一
回
戦
は
、
対
江
南
義
塾
盛

岡
高
校
。
2
1
－
4
と
圧
勝
し
た
凸

勢
い
に
乗
っ
て
、
′
統
く
代
表

決
定
戦
は
、
紫
波
商
を
相
手
に

死
闘
の
兼
、
1

っ
r
n
と
競
り
勝

ち
、
代
表
権
を
手
中
に
し
た
。

童

ハ

レ

ー

ポ
ー
ル
遜
手
権
大
会
栗
北
地
区

予
選
）
9
月
1
0
、
日
日

八
戸
東
体
育
館
、

八
戸
工
大
体
育
館

対
　
八
工
大
一
0
－
2

対
　
日
大
山
形
　
0
－
2

対対対

等八弘
大工前
北大東
上三工

（
発
乃
国
会
鎚
高
校
フ
ク
ピ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
岩
手
県
大

会
乗
一
次
予
選
）

9
月
3
～
5
日

松
尾
村
上
寄
木
グ
ラ
ン
ド

ベ
ス
ト
8

（
策
羽
回
果
新
人
ソ
フ
ト
テ
〓

ス
盛
岡
予
選
会
）

9
月
1
、
2
日

市
営
太
田
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

団
体
戦

対
　
平
舘
高
　
3
－
0

対
　
市
立
高
　
3
－
0

個
人
戦

高
橋
・
菅
沼
　
便
膠

三
船
・
九
一
　
準
優
勝

校
鮨
・
佐
藤
　
琴
l
直

中
村
・
藤
原
　
琴
二
位

鈴
木
・
薄
衣
　
　
ベ
ス
ト
8

（
第
2
3
回
全
国
高
校
総
合
文
化

放
送
部
門
）

8
月
1
、
2
日

山
形
市
中
央
公
民
館

で　　居間
す左いす己こ
dはま事れ
盛す　もか

竺○欝良

二・・
の　　と新

平
成
十
一
年
二
月
一
日
．
こ

の
日
盛
岡
厭
攣
円
に
「
者
中

央
畔
だ
廟
臨
時
出
汲
所
」
、
通

称
「
イ
ー
ハ
ト
ヴ
艶
＿
腐
」
が

闘
W
ざ
れ
た
。
写
円
の
郵
便

局
は
仙
妾
に
つ
い
で
二
番
目

だ
が
、
年
中
書
体
の
互
特
出
肇

所
と
し
て
は
岳
初
の
試
ろ
と

な
っ
た
ヰ
っ
で
あ
る
．
で
は
、

こ
の
斯
し
い
鮎
優
周
に
つ
い
て

こ
こ
で
患
介
し
上
う
．

利
用
者
は
一
E
平
均
盲
人
、

平
日
は
望
・
遺
草
で
壬
そ

利
用
す
る
人
、
休
日
は
岬
光
電

が
多
く
、
全
條
的
に
は
半
々
の

小
雪
－
．
■
■
■
■
■
け
●
＿

十
鴫
か
・
b
牛
後
五
噂
ま
で
。
年

中
特
休
の
営
濃
だ
．

駅
構
内
彗
届
の
醐
牧
に
樗

み
合
っ
た
の
は
、
や
は
り
覿
利

用
者
か
ら
¢
雫
甘
、
加
え
て

】
R
か
ら
の
T
望
や
岩
手
¢

P
R
を
狙
っ
て
の
こ
と
ら
し

い

二

笛

だ

誉

苫

詔

を

言

の
の
、
や
は
象
や
倭
欄

勺
は
忙
し
く
、
立
ち
奪
わ
な
い

■
■
．
t
■
六
⊥
、
・
■
．
■
■
■

与
M
く
と
、
キ
∋
ス
，
の
方
と

仲
良
く
な
っ
た
会
社
員
の
方

が
二
忙
し
い
か
・
b
」
と
い
う
て

手
札
の
語
伝
欄
み
、
キ
ョ
ス

ク
の
方
が
わ
ざ
わ
ざ
鼠
の
外
に

あ
る
よ
ス
ト
に
手
奴
姦
宙
す

る
こ
と
も
あ
る
ら
し
い
．
1
R

か
ら
の
壷
は
こ
の
よ
う
在
こ

と
を
ふ
ま
え
て
の
▲
う
だ
．

そ
れ
に
、
粁
鞘
や
は
音
か

終
点
の
た
め
、
さ
ら
に
糞
へ
布

く
驚
喜
も
一
度
必
千
島
百
石

で
降
り
る
．
こ
の
新
し
い
キ
使

局
で
絵
は
が
毒
を
只
っ
て
推
の

け
子
モ
知
ら
せ
る
人
も
多
い
。

全
寧
巴
芸
苫
し
て
一
書
■

い
た
こ
と
は
、
「
行
赦
ゐ
i
；

カ
ー
だ
。
構
無
を
し
始
め
た
の

は
爪
と
年
か
明
け
て
か
ら
．

は
と
ん
と
ん
拍
子
に
i
ろ
、

す
か
し
か
月
琴
り
す
で
8
便
句

閲
廿
と
仁
っ
た
．
「
お
役
所
仕

事
は
取
り
か
か
り
か
尊
い
」
叫

と
と
よ
く
書
わ
れ
る
が
、
ど
う

や
i
Y
て
ん
什
こ
と
も
な
い
▲
う

r
■
■
■
．

「
イ
ー
ハ

ー
ヴ
観
世
局

の
特
機
は
年

▲
T
】
－
休
と
い

な
い
。
オ
リ

グ
ナ
ル
薗
品

ハ
■
t
l
～

の
一
つ
で
あ

る
．
裏
戸

給
の
切
手
d

や
会
寧
山
の
膣
は
か
さ
な
ど
、

今
後
も
扱
島
と
叶
え
る
予
定

だ
．
そ
し
て
、
イ
ー
ハ
ト
ケ
蝉

優
局
に
出
し
た
手
紙
に
の
み
押

さ
れ
ろ
ホ
畑
も
そ
の
一
つ
だ
．

喪
琴
－
り
た
こ
の
消
印
を
気
に

入
っ
て
、
「
慣
行
の
E
蓋
だ
ー
と

手
■
に
押
し
て
い
く
丸
井
書
も

一
、
一
、
r
．
＿
．
．
■
■
t
t
■

た
は
か
り
な
の
に
、
も
う
ず
い

ぶ
ん
岩
手
の
P
R
に
一
役
も
二

枚
も
か
っ
て
い
李
。

塵
用
験
の
中
に
あ
る
、
こ
の

小
島
た
小
島
生
聖
賢
詔
、
ど

う
ぞ
b
大
倉
な
可
監
を
秘
め

て
い
る
．
毒
こ
の
弊
履
昂

か
ら
は
勺
が
片
せ
吐
く
な
り
そ
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今
回
は
体
操
部
を
紹
介
し
ま

す
。体
操
部
は
体
育
館
の
グ
ラ
ン

ド
間
に
マ
ッ
ト
や
鞍
馬
、
平
行

棒
と
い
っ
た
器
具
を
出
し
て
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
部
員
数

は
十
名
ほ
ど
で
す
。
「
ほ
ど
」

と
い
う
の
は
練
習
に
こ
な
い
人

も
い
れ
ば
、
他
の
郡
と
掛
け
持

ち
で
と
き
ど
き
練
習
に
乗
る
人

も
い
て
、
部
員
数
の
特
定
が
で

き
な
い
か
ら
で
す
。

練
習
は
技
の
取
得
と
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
が
中
心
に
な
り
ま

す
。
体
操
競
技
は
い
く
つ
か
の

技
を
組
み
合
わ
せ
て
一
つ
の
演

今年度から一新した試合用ユニフォーム
樹と白のコントラストが鮮やか

l栗岡の五日市先生をⅠ軋んで
県民体7／3～4盛岡市アイスアリーナにて

技
を
構
成
し
ま
す
か
ら
、
技
が

出
来
な
け
れ
ば
ど
う
に
も
な
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
技
の
修
得
や

技
の
安
定
度
を
高
め
る
の
に
欠

か
せ
な
い
の
が
筋
力
で
す
。
体

操
選
手
の
盛
り
上
が
っ
た
大
胸

筋
や
上
腕
二
頭
筋
、
そ
し
て
腹

直
筋
の
割
れ
目
は
人
に
自
慢
す

る
た
め
ば
か
り
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
少
し
体
操
競
技
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
男
子

は
床
、
鞍
馬
、
吊
り
輪
、
跳
馬
、

平
行
棒
、
鉄
棒
の
六
種
目
を
す

べ
て
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
跳
馬
は
一
発
勝
負
で
す

が
、
他
の
曜
日
は
い
ろ
い
ろ
な

技
を
組
み
合
わ
せ
て
演
技
を
構

成
し
ま
す
。
演
技
に
は
あ
ら
か

じ
め
決
め
ら
れ
て
い
る
規
建
済

技
と
、
各
選
手
が
溜
技
を
構
成

す
る
自
由
演
技
が
あ
り
ま
す
。

競
技
会
で
は
規
定
演
技
で
予
選

が
、
自
由
演
技
で
決
勝
が
行
わ

れ
る
の
が
一
般
的
で
す
。

今
年
の
帯
総
体
・
県
民
体
は

三
年
生
が
主
力
で
出
場
し
ど
ち

ら
も
総
合
五
位
で
し
た
。
現
在

は
三
年
生
が
引
退
し
、
残
っ
た

丁
二
年
生
部
員
が
四
名
と
い

う
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
な
ん
と
か
部
員
を
確
保
し

た
い
と
こ
ろ
で
す
。
部
の
活
動

は
楽
し
く
や
る
と
い
う
の
が
基

本
で
す
が
、
練
習
中
の
怪
我
や

事
故
に
は
充
分
注
意
し
て
い
ま

す
。岩
手
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
体

操
競
技
噂
の
帯
助
員
と
し
て
も

活
躍
し
ま
し
た
。
県
内
大
会
で

は
顧
問
の
五
日
市
先
生
が
競
技

場
の
係
を
し
て
い
る
た
め
、
い

つ
も
雑
用
を
押
し
っ
け
ち
れ
て

い
ま
す
。
不
満
な
の
で
す
が
し

か
た
が
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
本
校
体
操
部
の
目
標
で

す
が
、
県
大
会
上
位
入
質
で
す
。

こ
の
と
こ
ろ
県
内
五
位
が
定
位

置
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
、
せ

め
て
あ
と
一
つ
上
、
で
き
れ
ば

ベ
ス
ト
3
入
り
を
狙
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

教
育
実
習
の
先
生
方
か
ら

中
間
考
査
も
明
け
た
六
月
二

十
一
日
か
ら
七
月
三
員
ま
で
の

約
二
週
間
、
本
牧
で
は
教
育
実

習
生
を
お
迎
え
し
た
。
粟
習
の

先
生
が
た
の
熱
心
な
ご
指
導
に

よ
り
、
私
た
ち
も
勉
強
に
な
り
、

ま
た
先
生
が
た
に
も
教
師
と
し

て
の
勉
強
に
な
っ
至
と
と
思

わ
れ
ま
す
。

次
に
、
教
育
実
習
の
先
生
が

た
の
一
言
を
あ
げ
ま
す
。

①
　
名
前
．
、

◎
蜂
当
教
科

⑤
　
趣
味

◎
　
二
言

①
　
赤
坂
　
健

⑳
　
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

③
　
物
理

④
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
①
　
川
村
哲
史

②
　
ス
キ
ー

③
　
美
顔

④
　
D
O
y
呂
「
ロ
邑
Ⅶ
夢
に
向

か
っ
て
頑
張
っ
て
ネ
。

①
　
昔
農
安
史

②
　
化
学

③
　
植
物
を
育
て
る
こ
と
。

④
　
諸
先
生
方
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

授
策
を
聞
い
て
く
れ
た
み
な

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。

①
　
佐
々
木
敦
子

②
　
美
術

③
　
旅
行
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、

漫
画
、
キ
ャ
ン
プ
、
カ
ラ
オ

ケ
、
そ
の
他

主
将
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村佐田吉高長田工裾加小氏
井藤中日橋招中藤士藤笠

原名

工藤君（3E）
の跳馬

④
　
遊
ぶ
時
も
真
剣
に
ノ

①
　
鈴
木
雄
馬

②
　
美
徳

⑧
　
ギ
タ
ー

④
そ
ん
な
こ
と
な
い
っ
て
い
っ

ご
∴
、
上
．

①
　
村
上
利
行

②
　
生
物

③
　
ラ
グ
ビ
ー
・
合
気
道
を
す

る
こ
と
、
強
く
な
る
こ
と

④
　
ス
〉
ツ
が
汗
臭
い
。

①
　
金
野
英
知

②
　
化
学

③
　
ド
ラ
イ
ブ

④
　
実
習
期
中
は
、
と
て
も
大

変
で
し
た
が
い
い
藍
を
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

【
3
E
中
山
亮
】

前列左側から川村者、村上君、斉藤君
後列左側から鈴木看、佐々木さん、赤坂君、金野君

J
彩
蓼
の
川
－
を
努
し

去
る
六
月
三
十
日
、
県
民
会

館
で
芸
術
鑑
賞
会
が
行
わ
れ
た
。

東
京
雲
術
座
に
よ
る
公
演
で
、

テ
ー
マ
は
、
昨
年
と
同
様
「
戦

争
」
で
、
「
勲
章
の
川
」
と
い

う
劇
だ
。

公
演
が
始
ま
る
前
や
始
ま
っ

て
し
ば
ら
く
は
少
し
ざ
わ
つ
い

て
い
た
。
し
か
し
、
語
が
進
む

と
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
、
ス

テ
ー
ジ
上
の
役
者
た
ち
の
動
き

や
台
詞
に
肴
盲
つ
け
ら
れ
て
い

た
。話
は
、
戦
時
中
の
秋
田
県
で

本
当
に
起
こ
っ
た
「
花
岡
事
件
」

を
取
り
扱
っ
た
も
の
だ
。
鴇
制

的
に
遅
れ
て
来
ら
れ
、
人
を
人

と
も
思
わ
な
い
よ
う
な
扱
い
を

さ
れ
て
、
厳
し
い
労
働
を
裸
せ

ら
れ
、
そ
し
て
、
死
ん
だ
り
殺

さ
れ
た
り
し
た
中
国
・
朝
鮮
の

人
々
に
つ
い
て
、
そ
の
手
を
忘

れ
よ
う
と
す
る
地
元
の
人
た
ち

と
、
そ
の
過
去
の
出
来
事
を
生

徒
た
ち
に
教
え
よ
う
と
す
る
教

師
を
適
し
て
、
過
去
を
見
つ
め

直
す
こ
と
が
、
ど
ん
な
に
大
切

か
を
描
い
て
い
た
。
こ
の
公
滴

を
通
し
て
、
生
徒
も
戦
争
に
つ

い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
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薮
本
号
の
記
事
に
は
、
七
月
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費
汀
し
た
「
瓦
版
」
第
一
〇
五
・

五
号
を
再
編
集
し
た
も
の
が
あ

り
ま
す
。
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～
2
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田
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盛
岡
市
民
プ
ー
ル

高
総
体

集

久
し
ぶ
り
の
タ
ブ
ロ
イ
ド
紙

発
行
に
な
り
ま
し
た
。

毎
月
発
行
を
目
指
し
、
五
月

六
月
は
果
た
し
ま
し
た
。
七
月

は
瓦
版
で
し
の
ぎ
ま
し
た
。
し

か
し
、
八
・
九
月
は
遂
に
発
行

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、

十
月
、
四
面
横
成
で
、
満
を
持

し
て
の
発
行
で
す
。
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
記
事
で
は
写
其
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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五
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